
本年度重点項目

令和２年度中間期の学校評価として，生徒・保護者・教職員アンケートをもとに自己評価を行いました。

１学期にとりましたアンケート結果や自己評価の結果（裏面）を含めて，今後の取組についてお知らせ致

します。

今後の取組を進めるにあたっては，ご家庭のご協力をお願いしなければならないものもございます。何

卒，本校の教育活動をご理解の上，ご協力をお願い致します。

本校の教育目標 ふるさと宝立の自然や人に学び、たくましく生き抜く子の育成

目指す生徒像 ◇確かな学力を身に付けた子(知育） ◇思いやりがあり心豊かな子（徳育） ◇健康・安全を育み守る子（体育・食育）

（１）よく考え，確かな学力を身につけた子の育成 （２）思いやりのある，豊かな心をもった子の育成 （３）たくましい体力と気力をもった子の育成 （４）ふるさとを愛する心をもった子の育成 （５）プロ意識をもち，信頼される教師集団

～中間自己評価～
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（１）よく考え，確かな学力を身につけた子の育成

○学力向上プランⅠ期の重点「話す力」の育成を意識した授業実践が行われています。

▲家庭学習の取組状況に大きな課題があります。

▲地域から学ぶ機会を設定する機会がとれませんでした。

《改善策》

◇考えを伝え合う学習活動については，休業が長く取組期間が短かったなりに，

よく意識して行われています。Ⅱ期では，授業以外の場の取組も提案し，さ

らに取組を充実させて伝え合う力をつけていきます。

◇家庭学習については，長い休業の影響で，家庭での生活リズムが崩れ，取り戻せないことが原因だと思わ

れます。ゲームやタブレットの使用とも大きく関連しており，総合的に対策をしていきます。

◇外部講師の招聘や校外学習は，感染症予防のため機会を設けることができませんでした。２学期以降は児

童生徒の健康安全を最優先し，地域の感染状況や予防の方針に沿って行います。

（３）たくましい体力と気力をもった子の育成

▲「５定点」を守って生活できているかどうかについて，教師と児童生
徒の認識にズレがみられました。休業のため，「５定点」を意識した生
活が乱れ，特に就寝時間が遅い児童生徒が目立ちます。ゲーム機やス
マートフォンインターネットに接続できる機器を所持する年齢が低年
齢化しており，保護者に預けているかどうかについては，児童生徒・
保護者ともに「守れていない」と答えた割合が，学年が上がるにつれ
て高くなっています。夜遅くまでゲーム等を使用し，就寝時間が遅く
なり朝ごはんも食べられないという悪循環になっています。

《改善策》

◇全学年でインターネット，ゲームの使用方

法などについて学級指導を行います。また，

保護者アンケートに「５定点」関連の項目

を追加し，児童生徒との回答と比較できる

ようにすることを検討します。

☆５定点：起床，就寝，３度の食事 の時間

（２）思いやりのある，豊かな心をもった子の育成

▲教職員と児童生徒・保護者の評価の一致がみられません。挨拶運動などで声掛
けされて挨拶を返す姿は見られますが，自分から挨拶できる児童生徒が少ない
現状です。また，普段よく接する人などには挨拶の必要がないと判断しており，
あまり接する機会の少ない人（地域の人，来客など）に対しては挨拶できてい
ると思っているようです。

▲「困っている友達がいたら助ける」の項目もおおむねよい評価ですが，前期・
中期ブロックに「できていない」と自己評価している児童生徒がいます。

《改善策》

◇児童生徒が『自分から進んで』挨拶する機会を作ります。現行の挨拶運動を活用して，意識改善や取組の工夫を

考えます。委員会活動では，２学期初めに取り組む意義をで考える時間を設けます。また学級では，学活などで

挨拶ゲームのようなワークに取り組んで意識を高めていきます。

◇支援の必要な子を早く見つけるための取組を，１～９年の情報を共有し，進めていきます。

（４）ふるさとを愛する心をもった子の育成

▲地域の教材やＧＴの活用に関して，新型コロナウィルスによる休業や

外部との交流も避けなければいけなかったため，行うことができませ

んでした。

▲児童生徒の地域行事の参加については，新型コロナウィルスの影響や

悪天候も重なり，多くの行事が中止になりました。７～９年生には，

「地域」の行事に参加していた生徒も見られました。

○総合的な学習で，地域の学習を行うことはできています。

《改善策》

◇新型コロナウィルスの状況を踏まえながら，

例年通りにはいきませんが，できる限りの

ことを工夫しながら行っていきます。

（５）プロ意識をもち，信頼される教師集団

▲働き方改革について，昨年度よりも退勤時間については改善されて

はいますが，まだまだ改善の余地があります。メリハリのある時間

の使い方やデータ管理，体裁に時間をかけずチームでチェックする

などの工夫が必要です。

▲児童生徒をほめる機会を増やし，継続していく必要があります。

《改善策》

◇働き方改革については，校内研修を行

い，実践例のシェア，声かけ，残業を

止める勇気，優先順位のつけ方などを

全員で考えていきたいと思います。

◇児童生徒をほめる場合は，「その場で」，

「短く」，「ストレートに」の３つを基本に行っていきます。



肯定的に回答（４または３を選択）した合計の割合を，判定基準の一つとして下記のようにアンケート結果を評価しています。また，Ｃ評価と判定した項目（朱

書き）については指導･改善を要する内容ととらえ，速やかに改善策を考え対応していきます。

☆児童生徒アンケート Ａ（４または３が前期：95％，中期：90％以上，後期：90％以上） Ｂ（前期：80％，中期：75％，後期：70％以上） Ｃ（それ以下）

☆保護者アンケート Ａ（４または３が90％以上） Ｂ（70％以上） Ｃ（それ以下）

☆教職員アンケート Ａ（４または３が90％以上） Ｂ（70％以上） Ｃ（それ以下）

児童生徒アンケート結果 保護者アンケート結果 教職員アンケート結果

質問内容
前
期

中
期

後
期

1
お子さんは，｢楽しそうに学校へ
行っている｣と思いますか。

97.6% 100.0% 100.0%

2
お子さんは，ご家庭で，元気なあ

いさつや返事ができています
か。

92.7% 91.7% 93.8%

3
お子さんは，毎日，時間を守って

家庭学習に取り組んでいます

か。

80.5% 79.2% 56.3%

4
お子さんは，毎朝，朝食を食べ

ていますか。
100.0% 100.0% 93.8%

5

お子さんは夜９時までに，自分

のもっているインターネットに接
続できる機器を保護者に預けた

り，家庭のルールを守ったりして

いますか。

85.4% 58.3% 37.5%

6
本校の教職員は，授業がわかり

やすいように工夫していると思い

ますか。

100.0% 95.8% 93.8%

7
本校の教職員は，子どもたちの
気持ちや内面を理解しようとして

いると思いますか。

95.1% 91.7% 92.6%

8
本校の教職員は，保護者との連
絡を密にしていると思いますか。

97.6% 100.0% 97.5%

9
学校は，保護者や地域の声を受
け止め，ていねいに対応している

と思いますか。

97.6% 91.7% 95.1%

10
学校は，いじめや問題行動等の

未然防止や早期発見に努めて

いると思いますか。

92.7% 91.7% 92.6%

11
学校は，教育方針や活動内容を

わかりやすく伝えていると思いま
すか。

95.1% 95.8% 95.1%

12
学校は，児童生徒の安全を守る

ために努力していると思います

か。

100.0% 100.0% 98.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

前期 中期 後期

質問内容
前
期

中
期

後
期

1
授業では，自分の考えや意見を持

つことができる。
97.6% 95.8% 87.5%

2
話し合うときに自分の考えをその理

由や根拠と共に伝えようとしてい

る。

95.1% 91.7% 68.8%

3
話し合うときに友だちの考えを聞い

て，自分の考えとくらべている。
87.8% 83.3% 56.3%

4 授業の内容はよくわかる。 90.2% 95.8% 87.5%

5
家庭学習の時間を守って取り組ん

でいる。（塾や児童クラブを含めて）
78.0% 70.8% 25.0%

6
地域（町・市）の自然や人から学べ

たことがあると思う。
78.0% 95.8% 100.0%

7 学校が楽しいと思う。 90.2% 87.5% 88.9%

8
学校や家庭，地域で元気なあいさつ

や返事ができる。
90.2% 91.7% 92.6%

9
給食では，苦手なものも残さず食べ

ている。
95.1% 95.8% 96.3%

10
こまっている友だちがいたら，声を

かけたり助けたりしている。
85.4% 91.7% 90.1%

11
自問清掃に取り組むことができる。

（前期は，それに準じて）
92.7% 100.0% 96.3%

12
先生は，がんばったことに対してほ

めたり，認めたりしていると思う。
82.9% 100.0% 91.4%

13
地域の行事があれば進んで参加し

ている。
68.3% 79.2% 87.5%

14

夜９時までに，自分のもっているイ

ンターネットに接続できる機器を保

護者に預けている。（９時以降使用

していない）

75.6% 62.5% 43.8%

15
交通ルールを守っている。（中学生

は安全たすきの着用）
97.6% 95.8% 100.0%

16
５定点（早寝，早起き，朝昼夕ご飯

の時間）を意識して生活している。
90.2% 75.0% 75.0%

学
習
に
つ
い
て

生
活
に
つ
い
て

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

前期 中期 後期 質問内容
中
間

最
終

差

Ⅰ－１
宝立授業スタンダードに基づいて，授

業を実践している。
94.1% ######

Ⅰ－２

各期で付けたい力（前期【習得】，中期【活用】，

後期【探究】）を育む学習活動を，各教科の単

元指導計画に位置づけて指導している。

94.4% ######

Ⅰ－３

地域の教材を活用した授業やＧＴを活

用した教育活動を，効果的に取り入れ

ている。

38.9% ######

Ⅱ－1
授業の中で，課題とまとめを板書してい

る。
94.4% ######

Ⅱ－2
授業の中で，自分の考えを伝え合う学

習活動を取り入れている。
94.4% ######

Ⅱ－3
児童生徒は，自分の考えの根拠や筋

道を明確にして説明している。
72.2% ######

Ⅱ－4 授業の中で、振り返りを行っている。 77.8% ######

Ⅱ－5
校内研修は，指導法改善に役立ってい

る。
94.7% ######

Ⅲ－1
児童生徒は，元気にあいさつや返事を

している。
60.0% ######

Ⅲ－2
児童生徒は，自問清掃（前期は，それ

に準じて）に取り組んでいる。
100.0% ######

Ⅲ－3
学校の取組として，望ましい人間関係づくり力を育む

ために縦割り活動等が計画的・効果的に取り入れられ

ている。

89.5% ######

Ⅲ－4
計画的・効果的に道徳の授業に取り組み、思い

やりのある人間関係を育んでいる。
88.2% ######

Ⅲ－5
いじめアンケートやQU,SCを活用した面

談をもとに、いじめの早期発見・未然防

止に努めている。

100.0% ######

Ⅲ－6
いじめ問題対策チームを中心に、組織

的に対応している。
100.0% ######

Ⅲ－7
気づき票を活用して児童生徒の実態を

把握し、必要に応じて支援している。
88.2% ######

Ⅳ－１

学級や給食時間等で５定点（早寝、早

起き、朝昼夕ご飯の時間）に関する指

導に取り組んでいる。

84.2% ######

Ⅳ－２

児童生徒は、５定点（早寝、早起き、朝

昼夕ご飯の時間）や安全に気をつけて

行動している。

68.4% ######

Ⅳ－３
ワークライフバランスを含むタイムマネジメント等の

意識改革を図るために、「本校の働き方改革の実践」

に取り組んでいる。

84.2% ######

Ⅴ－１
地域・家庭からの学校評価が学校運

営の改善に生かされている。
100.0% ######

Ⅴ－２

学校の取組として，地域の各種団体

（学校等を含む）との連携が計画的・効

果的に図られている。

94.7% ######

健
康
管
理

連
携

教
育
課
程

学
力
向
上
と
校
内
研
修

生
徒
指
導

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

中間 最終




